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1. タウンミーティングの実施 

1.1. 目的 

中心市街地活性化第 3 期中心市街地活性化基本計画中間案の内容を紹介し、より多く

の市民に中心市街地活性化について理解を促すと共に、意見交換を通じて、市民の意見・

要望を反映した計画とすることを目的に、タウンミーティングを実施した。 

特に、伊賀市の目指す姿を共有し、今後の中心市街地活性化の取組に関心を持っても

らう機会としながら、今後の活性化に向けて重要と考えられる取組について意見を収集

することを目的とした。 

 

1.2. タウンミーティングの概要 

1.2.1. 開催日時・場所・参加人数 

【日時】令和 6 年 1 月 19 日（金） 19:00~21:00 

【場所】ハイトピア伊賀 4 階多目的室 

【参加人数】8 人 

 

1.2.2. 実施内容 

内容 〇講演： 

「まちの活性化のためのポイント」 

講演者：近畿大学 総合社会学部 久隆浩 教授 

〇「第 3 期伊賀市中心市街地活性化基本計画中間案」の紹介 

・中心市街地の現状と課題 

・目指すべき姿・基本方針 

・主な事業 

〇意見交換： 

第 3 期伊賀市中心市街地活性化基本計画中間案の内容について、質疑・

意見交換した。 
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1.2.3. タイムスケジュール 

時刻 流れ 所要時間 

19:00～ 開会のあいさつ  5分 

19:05～ 久教授の講演 45分 

19:50～ 
「第 3期伊賀市中心市街地活性化基本計画中間案」

の紹介 
15分 

20:05～ 意見交換 50分 

20:55～ 閉会のあいさつ 5分 

21:00 閉会  

 

 

1.2.4. 実施状況 
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1.3. 講演内容 

久隆浩教授による講演「まちの活性化のためのポイント」の講演の要旨を以下に整理し

た。 

 

 色々な都市で中心市街地の活性化をサポートしてきたが、伊賀市は「忍者」とい

う海外の方も多く呼べる非常に大きなインパクトのあるコンテンツを持ってお

り、活性化に向けた条件が良い。忍者体験の施設は楽しんでいただけるが、その

あと、その方々をどのようにまちなかに呼び込むのかという点で弱いため、ここ

をどう改善してくかが課題である。 

 大阪府の富田林寺内町は、伝統建造物の保存地区であり、まちなみ保全を進めて

いた。その際、地域住民から「静かに暮らしたい、観光客はいかがなものか」と

言われたが、「観光地として売り出すのではなく、まち並みを守るということで

やっていきたい」ということで納得していただき、現在のまちの個性につながっ

ている。 

 大阪府の黒門市場は、元々地域の人のための市場であり、多くの店は地元住民向

けの店が多かった。そこから海外からの観光客の流入が増えるにつれて観光客相

手の店が増えてきたが、コロナの影響で観光客が減り、たちまち立ち行かなる状

況になった。観光客ばかりをターゲットにすると困った状態になるため、その辺

りのバランスが大事だと組合の方が話していた。 

 愛知県犬山市では、昔は地域の方々が地域のものを売りにしていたが、現在は観

光客相手の店が増えており、ほとんど観光客用の土産物や写真映えする食などに

偏ってしまっている。一見賑わっているようには見えるが、地域活性化を専門と

する人間からみると、本当にこれでよいのかという状況である。 

 海外の観光客の方はほとんどが一見客であるが、一方で地域や近隣地域の住民は

リピーターになる可能性がある。また、インバウンド向けの観光かマイクロツー

リズムかといった違いもある。 

 ガラス食器を販売している滋賀県長浜市の黒壁は、最初からガラス食器を揃えた

くなることを想定したリピーター狙いである。株式会社黒壁のメンバーは、当初

から観光地を目指しているのではなく、最後は地域の方々によって、経済的にお

金が回っていくかということを考えたいと話していた。伊賀上野の中心部は何を

目的にリピートしていただくのかという部分を、皆さんと一緒に考えたい。消費

者の行動をどのように変えていけるのか。地域の方が地元でお金を落とす行動を

しない限り、お金は回っていかない。商業者、事業者のみが頑張るのではなく、

消費者と一緒に最初からまちづくりを考え、皆が関わり合い、責任を持ち合いな

がらつくっていくことが重要だと考える。 

 大阪府茨木市の「おにクル」という複合施設は、育てる広場をコンセプトに、こ

れまで計 108回、述べ 5500時間をかけて対話を行い、完成した。ここでのポイン

トは、お互いが責任を持ちながら、皆で力を合わせて盛り上げていこうという機
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運が醸成されていることである。 

 商店街活性化における空き店舗活用について話をする際は、「空き店舗」ではな

く、「閉めている店舗」と言った方が正確ではないかと言っている。閉めていても

そんなに困った状態ではないため閉めたままにする、貸した方がややこしくなる

から貸さない、さらに貸す気がないから家賃を下げようとしないということに

なっている。このような状況ではスタートアップする方にはハードルが高い。伊

賀市の新天地商店街のように、家賃を下げると一定の方が入居されることは既に

分かっている。家賃の高さが、特に若い人たち、これから元気に商売しようとす

る人たちのネックになっていると考える。 

 大和高田市の片塩商店街では、商店街自ら空き店舗の家主に家賃の値下げを交渉し

ている。これにより、家賃が下がることによって、チャレンジを志す方が現れ、空

き店舗が埋まっていくようになっている。 

 徳島県神山町は、一見普通の町だが、元気な人がたくさん集まっている。何人か元

気な人が移住すると、その人たちと一緒に仕事をしたいという人たちが集まると

いったように、人そのものが魅力となり、人が人を呼ぶ。また、神山町の仕掛人で

ある大南さんは、町のアイディアキラー（提案をしたら必ず批判しかしない人）の

言葉には耳を傾けず、「やったらええんちゃうん」といった前向きな姿勢で取り組

んでいると話していた。文句からは前に進めないということである。これらのよう

にまちを元気にする前に、人が元気になるということが重要である。 

 滋賀県彦根市では、活性化のキャッチフレーズとして、「100の愚痴より 10の提

案、10の提案より１の実行」と言っている。愚痴は前に進まないため、提案しよ

う。ただ、提案は絵に描いた餅に終わるため、１つでもいいから実行しよう、とい

うことである。また、四番町スクエアでは、市の補助金とか商工会議所の補助金を

使わずに、身銭を切って若手商業者中心に自分たちで勉強し、再開発に取り組んで

きた。まとめると、できない理由を考えても仕方がないため、できる方法を考えて

いくことがポイントだと考える。 

 100円商店街の意義は 2つある。１つは、客がいないのではなく、自分たちが客を

引き寄せられていないという事実を再認識してもらうこと。もう１つは、今まで漫

然と物を売っていた方々に、創意工夫を通して売ってもらうきっかけになることで

ある。この２つの意義をとらえながら、100円商店街に取り組むと効果が出てく

る。 

 まちゼミとは、それぞれの店の専門知識をお客様に教えるという取り組み。これ

は、お店の方に、プロとしての目利きや知識について発見してもらい、もう一度プ

ロ意識を持ってもらうための仕掛けである。このまちゼミの使い方をしっかり考え

ていただきたい。 

 石川県七尾市の株式会社御祓川は、七尾の商店主さんが自分たちの手でまちを元気

にしたいという思いで、長浜黒壁のメンバーに教えを請う形でつくられたまちづく

り会社である。教えられた内容は、「身銭を切らないと本腰が入らない。誰かに

やってもらうのではなく、自分たちが身銭を切ってやることが大切。」というこ

と。そこから、株式会社御祓川が物件を買い取り、リノベーションし、店舗に変

え、今に至るといった状況がある。 

 伊賀市の中心市街地も元気な人はいるが、その周囲にやる気のない人や足を引っ張

る人、邪魔をする人がいるのではないかと考える。そのため、元気な方が、力を
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持っている方々と共に動くことができない状態になる。茨木市の商工会議所は、茨

木マイスターズ（正式名称：ガンバる若手経営者育成会）を組織し、商店街に点在

する元気のある若手を１つのグループにすることで、この組織に補助金を充てられ

るようにした。結論としては、元気な人がすでに存在しており、元気な人同士を繋

いで仲間を増やしていくことができれば、かなり地域は元気になってくる、という

こと。伊賀市の中心市街地においても、みんなが繋いでいけたら良いと考える。 
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1.4. 意見交換内容 

「第 3 期伊賀市中心市街地活性化基本計画中間案」に対する意見交換の要旨を以下に

整理した。 

 

【意見交換】 

 第 3期伊賀市中心市街地活性化基本計画の内容を具体的に進めていくにあたっ

て、事業数が多く、具現化が大変である。久先生から提示された事例は、1つの

事業に絞り、苦難を乗り越えながら見事にやり抜いている。同様に、伊賀市にお

いても１つの事業を具体的に取り組んでいきたい。事業を進めるにあたっては、

具体的には誰が責任をもってどう取り組んでいくのか、この部分の踏み込みが足

りないと考える。空き家・空き店舗対策について、行政が民間と協働で取り組め

ばいいのではないか。また、1つのストリートや特定の地域においてテーマを決

めて、小さなことから進めていくことが良いと考える。「100の愚痴より 10の提

案、10の提案より 1の実行」を伊賀市でも取り組んでいくべきである。（参加

者） 

 第 3期伊賀市中心市街地活性化基本計画は、地域住民、観光客のいずれをターゲッ

トとしているのか、または両者をターゲットとしているのか、市としての考えを教

えていただきたい。（参加者） 

→ 居住と観光のどちらも大切にしていきたい。城下町伊賀上野の魅力がこの

町の売りであり、第 1期計画から「伊賀の佇まい」を大事にするということ

が基本となっている。観光は観光入込客数というよりも 1 人あたりの消費

額に重点を置くべきだと考えている。住民負担は少ない形で、賑わいや活性

化につなげていきたい。また、まちなかの居住人口の増加に対して、より踏

み込んだ形で事業を展開しながら、市民の方もまちづくり活動に巻き込んで

いく。加えて、上野天神祭等、まちの柱となる部分を守り続け、そこに興味

を持つ人に伊賀に来訪していただく形を大切にしていきたい。大規模な忍

者体験施設ももちろん大事だが、住民の理解を得ながら、住民自らまちをつ

くっていくことを大切にしていきたい。（事務局） 

→ 観光客が来訪する地域で活性化に取り組む際は、基本的には「地域住民がよ

り幸せに暮らしていく環境をどう作っていくか」について考える。観光のた

めに観光施策を打つのではなく、地域住民がより幸せに暮らすために、観光

を道具として活用する、という観点に立てば良い。伊賀市は観光資源が豊富

なまちであるため、それをどのように地域のために活用できるかがポイン

トだと思う。また、オーバーツーリズムのように、地域住民に迷惑がかかる

のは本末転倒であり、客単価の高い観光客をターゲットにしたほうが地域と

しては良いと考える。もう少しターゲットを絞り込みながら戦略を立てれ

ばよいのではないか。また、展開されている活動、イベントをＨＰ上や冊子

で取りまとめることはすぐに始められることだと思う。茨木市の「おにクル」
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では、毎日カレンダーでイベントや活動の実施内容が一元的に見えるように

なっており、市民が楽しみ方を考えることができるようになっている。来訪

者を上野城周辺のみではなく、城下町に滞在させるような仕掛けを考えて

いくとより効果的だと考える。（久教授） 

 中間案紹介資料 P18の「中心市街地の重点課題」において、重点課題に関連してい

る全ての役所の担当部署を明記し、役所全体で事業を進めたほうがよいのではない

か。（参加者） 

→ 各事業の担当課は存在する。役所内で中心市街地活性化の推進会議を行って

おり、進捗状況や担当事業、その他の事項について、担当する課以外も含め

て協議する場を設けている。今回の策定に関しても、テーマごとに作業部会

を設け、協議を行っている。中心市街地活性化基本計画の策定案において、

各事業の担当課を明記できるかは不明だが、可能であれば、市民向けに事業

ごとの担当課の情報は提供する。（事務局） 

→ 中間案においても、事業ごとの担当部署名は全面的に記載するべきだと考え

る。また、最終案の段階では具体的に動いていく組織が見えている状態であ

ることが良いと考える。（参加者） 

→ 茨木市の「おにクル」という複合施設では、例えば文化ホールや子育て支援、

図書館等において各々のマネージャーと役所の担当課が存在している。これ

らを一気通貫してマネジメントする立場として館長を務めているが、月 2回

の全体会議が行事の月次報告で終わってしまう状況になっている。そこで、

LINE WORKSを活用しながら常に全員が情報共有できる手段を取り入れよう

としている。伊賀市にもこのような機動力のある情報共有が必要だと思う

ため、商工会議所や DMO、市民団体等にも入って頂き、常に情報交換ができ

れば良いと考える。ただし、市役所のネットワークはプライバシーが厳しく、

市民とオープンな形で情報交換をできる方法については、茨木市でも模索

している。このようなことを伊賀市も模索し、実現できればと考える。（久

教授） 

 久先生の話は、ひしひしと感じることばかりである。地域住民の幸せのために人が

どう動いていけばいいのか、リーダー的存在をどう発掘し、育めばいいのか、空き

店舗をどう貸していただけるか等について、まちづくり会社として課題と感じてい

る。その上で、まちづくり主体の存在が一番のネックであり、そこには地域住民の

意識が大きく関わっている。特定の地域を決め、何か 1つ目標を持って行動できれ

ば、地域の方の意識が変わっていくと思う。人づくりの一番難しいところが宿題と

なっていることが現実である。（参加者） 

→ 「活性化はいったい誰が望んでいるのか」という思いが本音である。そこま

で困っていない状況の中で、一丸となって活性化することができるのか。神

山町も中心で動き始めた人は 3 人、長浜市も最初立ち上がったのは 7 人で

あり、本気の方が数人スクラムを組めば、何かが動き始め、変わり始めると

思う。住民の方々が本当に望むものを聞き、その実現に対して他人任せでは
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なく、一人一人が自分ごととして考えていけば、実現できるのではないかと

考える。だからこそ、本気になって動ける人を教えていただき、一緒に頑張

りたいと考えている。（久教授） 

 商売として、一気に 10万円売れるか、1000円単価で 100人来るかでは、後者の方

が商売人冥利に尽きる。多くの観光客の来訪により、住民の邪魔になるという話も

あったが、商売人としては、観光客であっても、住民であっても、道を歩けないく

らい客に来てもらいたいことが本音である。（参加者） 

→ 交流人口という言葉は但馬地域の開発をする際に作り出した。12 万人しか

住んでいない但馬地域に立派な体育館や音楽ホールをつくることは贅沢と

言われた中、住民だけではなく外から来訪する交流人口を増やし、その方々

も施設を使えるようにする理屈を組み立てたことで、施設の必要性を担保し、

開発を進めることができた。これを伊賀上野に置き換えると、観光客が買い

物をするからこそ、様々な店が必要となり、結果的に地域住民の利便性も高

まっていく。この観点で考えると、観光客、いわゆる交流人口もプラスの意

味として捉えることで、経済が回り、地域の利便性にもつながるというス

トーリーを作れば良いのではないかと考える。また、商店街が元気かどうか

は、薄利多売をしないと儲からないお豆腐屋が成り立っているかどうかで分

かる。お豆腐屋さんが成り立っている商店街は、それだけ客層を握っている

ことになるためである。また、地域の活性化という意味では、しっかりと客

から支えられているかどうかは重要だと思うが、観光客はリピーターにはな

りにくいため、客の中でも地域住民が重要であると考える。（久教授） 

 ゆめが丘にある DMGMORIアリーナは、日本選手権が開催できる規模の素晴らしい設

備。小中学生から始まるクライミング大会を DMGMORIアリーナにてどんどん展開し

ていきたいという考えを聞いている。ここで日本選手権や世界選手権が開催される

ようになると、宿泊、飲食、買い物等で観光にも経済にも良い影響がでてくる。中

心市街地活性化においても、伊賀市が DMGMORIアリーナを活用できると素晴らしい

と考える。（参加者） 
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1.5. 当日資料 
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2. 地区説明会の実施 

2.1. 開催日時・場所・参加人数 

◆上野西部地区 

【日時】令和 6 年 1 月 17 日（水） 19:00~20:00 

【場所】上野西部地区市民センター 

【参加人数】運営委員（自治会長、部会長・副会長） 33 人 

 

◆上野南部地区 

【日時】令和 6 年 1 月 26 日（金） 19:30~20:15 

【場所】上野南部地区市民センター 

【参加人数】ときめき部会員 25 人 

 

2.2. 主な意見 

◆上野西部地区 

・ 上野天神祭のダンジリ行事は、第３期計画の目指すべき姿である「城下町伊賀上野

の文化・風土を官民で守り、次世代につなげ、新たなにぎわいを創出する」そのも

のであるが、現状、担い手が減少しており、今のままでの継続が難しくなっていく

と思う。計画に掲載することで、応援してくれる人が増えることを期待する。 

・ 来訪者アンケートにおける中心市街地のイメージとして、「祭りや伝統行事」が著

しく低い。市外に対する情報発信が足りていない。 

・ 観光客の駐車場の問題がある。現状は施設ごとに駐車料金を取られるため、不便で

ある。市内共通の駐車券等を発行してはどうか。 

 

◆上野南部地区 

・ 道路の舗装がぼろぼろで、歩いていると滑りそうになる。また、はがれた舗装が飛

び石となって民家に当たっており、観光地としてどうかと思う。何か対策が必要で

はないか。 

・ 色々な施設を建てるのは良いが、保守や維持を考えた予算取りにしてほしい。 

・ 南部地区一番の要望としては、南平野木興線を建設してもらいたい。鉄砲町とその

周辺は、救急車も入れない。 

・ NIPPONIA ホテルに泊まったが、横のつながりが無いと感じた。ホテルだけで完

結するのではなく、窓口として観光客を引き寄せ、そこから市の土産や食事など他

のところにつなげることができるような連携を上手くしてほしい。 

 


